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平
成
23
年
12
月
10
日
、
伊
豆
急
行
は
開
業
50
周
年
の
記
念
す
べ
き
日
を
迎
え
た
。

当
日
は
伊
豆
高
原
駅
と
伊
豆
急
下
田
駅
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、

県
内
外
か
ら
の
鉄
道
フ
ァ
ン
や
観
光
客
、
沿
線
住
民
が
訪
れ
、

伊
豆
半
島
東
海
岸
の
大
動
脈
が
迎
え
た
節
目
を
賑
や
か
に
祝
っ
た
。

国
内
観
光
需
要
の
停
滞
が
続
く
中
、

伊
豆
急
行
は
さ
ま
ざ
ま
な
誘
客
施
策
を
果
敢
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
50
周
年
を
一
つ
の
区
切
り
に
、

地
域
と
と
も
に
新
た
な
観
光
需
要
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
む
方
針
だ
。

次
な
る
50
年
へ
の
あ
ゆ
み
へ
―
―
伊
豆
急
行
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
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﹇
伊
豆
急
行
と
沿
線
地
域
の
新
た
な
取
り
組
み
﹈

新
し
い
魅
力
を

つ
く
る
。

観
光
地
・
伊
豆
の
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意
志
を
示
し
た
50
周
年
記
念
事
業

　
雲
ひ
と
つ
な
い
冬
晴
れ
の
青
い
空
が
広
が
っ

た
伊
豆
急
行
の
開
業
記
念
日
、
伊
豆
高
原
駅
と

伊
豆
急
下
田
駅
の
二
つ
の
会
場
で
は
、
50
周
年

を
祝
う
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
た
。

伊
豆
高
原
駅
の
車
両
工
場
を
開
放
し
て
開
催

さ
れ
た
「
伊
豆
急
で
ん
し
ゃ
ま
つ
り
」
で
は
、

線
路
の
点
検
作
業
に
使
用
す
る
Ａ
Ｔ
カ
ー
ト
や

電
気
設
備
作
業
に
使
用
す
る
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の

体
験
乗
車
、
洗
車
機
体
験
な
ど
に
、
大
勢
の
家

族
連
れ
が
参
加
。
同
会
場
で
は
、
そ
の
２
カ
月

前
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ば
か
り
の
「
リ
ゾ
ー
ト
ド

ル
フ
ィ
ン
号
」
も
公
開
さ
れ
、
来
場
者
は
記
念

撮
影
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

「
伊
豆
急
で
ん
し
ゃ
ま
つ
り
」
は

10
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
、
い
ま
で

は
年
に
２
回
開
催
さ
れ
る
伊
豆
急

行
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
毎
回

社
員
か
ら
出
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
鉄
道
会
社
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う

と
特
別
列
車
の
運
行
や
記
念
切
符

の
販
売
な
ど
に
な
り
が
ち
だ
が
、

お
客
さ
ま
と
社
員
が
一
緒
に
楽
し

め
る
、
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
つ

く
っ
て
み
た
い
と
持
ち
上
が
っ
た
。

普
段
は
公
開
し
な
い
部
分
も
オ
ー

プ
ン
に
し
て
、
お
客
さ
ま
に
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
い
た
だ
く
。
裏
方
的

な
存
在
で
あ
る
保
線
や
電
気
担
当

者
に
と
っ
て
も
、
じ
か
に
お
客
さ

ま
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
土

屋
隆
司
取
締
役
鉄
道
部
長
は
語
る
。

分
か
り
や
す
い
名
称
に
も
、
単
に
車
両
工
場

を
公
開
す
る
の
で
は
な
く
〝
い
ろ
い
ろ
な
電
車

で
遊
ぼ
う
〟
と
い
う
目
的
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

ス
タ
ー
ト
時
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
運
転
士
や

車
掌
の
子
ど
も
サ
イ
ズ
の
制
服
を
用
意
し
て
記

念
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
う
の
も
、
若
手
社
員
の

ア
イ
デ
ア
に
よ
る
も
の
だ
。

駅
に
隣
接
す
る
く
ぬ
ぎ
の
森
で
は
、
約
50
店

の
露
店
が
並
ぶ
「
伊
豆
高
原
も
り
も
り
市
」
も

開
か
れ
、
伊
豆
の
地
場
産
品
や
ク
ラ
フ
ト
作
品

を
買
い
求
め
る
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
。　

ま
た
、
駅
構
内
の
や
ま
も
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に

は
、
こ
の
日
か
ら
下
田
太
鼓
祭
り
で
使
用
さ
れ

る
「
太
鼓
台
」
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
の
太
鼓
台

伊豆急行株式会社　取締役鉄道部長
技師長
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1祝賀電車のヘッドマークを
掲出した「復活 100 系」 2

「伊豆急でんしゃまつり」では
鉄道グッズも販売。買い物客
で賑わった 3「リゾートド
ルフィン号」にはたくさんの
人が列をなして見学 4子ど
もたちに大人気の AT カート
体験乗車 56電気設備作業
に使用する珍しいモーター
カーの体験乗車も実施
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は
約
１
５
０
年
前
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
下

田
に
古
く
か
ら
伝
承
す
る
文
化
を
伝
え
た
い
と

伊
豆
急
行
が
借
り
受
け
、
修
復
し
た
も
の
。
当

日
は
太
鼓
演
奏
も
披
露
さ
れ
、
多
く
の
人
が
興

味
深
そ
う
に
見
入
っ
て
い
た
。

「
伊
豆
の
歴
史
は
古
く
、
地
域
ご
と
に
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
互
い
の
地
域

に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
観
光
の
お

客
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
の
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
伊
豆
急
行
線
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
交

流
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
下
田

の
祭
り
の
太
鼓
台
を
敢
え
て
伊
豆
高
原
駅
に
展

示
し
た
」
と
土
屋
鉄
道
部
長
は
説
明
す
る
。

一
方
、
伊
豆
急
下
田
駅
で
は
、
開
業
50
周
年

を
記
念
し
て
一
新
さ
れ
た
制
服
の
発
表
会
、
開

業
日
の
一
番
列
車
に
取
り
付
け
た
祝
賀
電
車
の

ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
掲
出
し
た
「
復
活
１
０
０
系
」

と
「
黒
船
電
車
」「
踊
り
子
号
」「
ス
ー
パ
ー

ビ
ュ
ー
踊
り
子
号
」
を
並
べ
た
電
車
撮
影
会
が

行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
特
急
踊
り
子
１
０
７
号
到
着
時
に

は
、
下
田
市
・
南
伊
豆
町
・
西
伊
豆
町
の
各
観

光
協
会
と
旅
館
組
合
の
出
席
を
得
て
、
東
京

－

伊
豆
急
下
田
間
直
通
運
転
50
周
年
を
記
念
し
た

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。
下
田
太
鼓
の
演
奏

と
と
も
に
、
降
り
立
っ
た
乗
客
を
出
迎
え
、
伊

豆
観
光
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

昭
和
36
年
の
伊
豆
急
行
線
開
業
か
ら
50
年
、

大
勢
の
鉄
道
フ
ァ
ン
や
観
光
客
、
沿
線
住
民
と

と
も
に
、
記
念
す
べ
き
節
目
を
祝
っ
た
伊
豆
急

行
。
二
つ
の
会
場
で
開
催
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
地
域
に
し
っ
か
り
と
根

を
張
り
、
伊
豆
の
文
化
継
承
と
観
光
振
興
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
強
い
意
志
が
見
て
取

れ
る
。
次
の
半
世
紀
へ
の
一
歩
を
し
る
し
た
伊

豆
急
行
の
目
標
は
、
不
振
が
続
く
伊
豆
観
光
の

活
性
化
だ
。

首
都
圏
か
ら
の
誘
客
施
策
を
積
極
展
開

伊
豆
急
行
の
平
成
22
年
度
の
輸
送
人
員
は

５
１
１
万
人
。
こ
の
数
字
は
開
業
４
年
目
、
昭

和
39
年
の
５
１
８
万
人
を
下
回
る
。

全
体
の
75
％
が
定
期
外
利
用
者
で
、
そ
の
大

半
を
首
都
圏
か
ら
の
観
光
客
が
占
め
る
。
社
会

情
勢
や
景
況
に
収
益
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
だ

け
に
、
誘
客
施
策
に
は
常
に
力
を
注
い
で
き
た
。

「
一
社
で
は
難
し
く
て
も
、
連
携
す
る
こ
と
で

可
能
と
な
る
施
策
は
多
い
。
地
元
自
治
体
、
観

光
施
設
や
宿
泊
施
設
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
旅
行
会

輸送人員の推移
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1伊豆急下田駅で開催された歓
迎セレモニーで披露された下田
太鼓 23到着した「特急踊り子
107 号」と 50 周年記念のヘッ
ドマーク 4降り立った観光客を
出迎える旅館組合関係者 5開業
50 周年を記念して一新された制
服の発表会 6「復活100系」の
前で開催された開業時（右）・現
行（左）・新制服（中央）の撮影会
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社
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
と
連
携
し
て
、
お
客
さ
ま

に
ご
利
用
い
た
だ
け
そ
う
な
こ
と
、
伊
豆
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
そ
う
な
こ
と
に
は
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
」 （
土
屋
鉄
道
部
長
）

そ
う
し
た
中
で
現
在
、
力
を
入
れ
て
い
る
も

の
の
一
つ
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
。
平
成
12
年
に

静
岡
県
と
共
同
で
〝
て
く
て
く
歩
い
て
も
ぐ
も

ぐ
食
べ
る
〟、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
グ
ル
メ
の
実
験

事
業
に
取
り
組
ん
だ
が
、
同
時
期
に
Ｊ
Ｒ
東
日

本
も
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
始
め
た
こ
と

か
ら
、
共
同
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。　

伊
豆
半
島
内
に
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
実
施
さ

れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
現
在
は
「
伊
豆
半
島

花
＆
て
く
も
ぐ
ウ
ォ
ー
ク
」
と
し
て
地
元
８
市

町
と
伊
豆
急
行
、
伊
豆
箱
根
鉄
道
、
東
海
自
動

車
と
の
共
同
企
画
で
実
施
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東

日
本
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
共
同
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
、

そ
れ
ぞ
れ
年
に
４
、５
回
の
頻
度
で
開
催
し
て
い

る
。伊

豆
急
行
の
自
社
企
画
と
し
て
は
、
今
年
で

８
回
目
と
な
る
「
伊
豆
急
全
線
ウ
ォ
ー
ク
」
が

あ
る
。
期
間
中
（
平
成
23
年
９
月
1
日
～
24
年

５
月
31
日
）
に
、
伊
豆
急
行
線
全
駅
を
経
由
し

て
伊
東
行
き
、
下
田
行
き
の
両
ル
ー
ト
（
約

１
６
１
㎞
）
を
完
歩
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
だ
。
1
駅
歩
く
ご
と
に
区
間
賞
と
し
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
電
車
バ
ッ
ジ
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
ト
ッ

プ
が
も
ら
え
、
ル
ー
ト
を
完
歩
す
る
と
全
駅
分

を
収
納
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

参
加
方
法
は
、
１
駅
ご
と
に
入
場
券
を
購
入

し
、
次
の
駅
で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
シ

ス
テ
ム
。
参
加
者
は
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
な

い
の
で
、
自
由
に
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
伊
豆

急
行
と
し
て
も
天
候
の
心
配
や
イ
ベ
ン
ト
ス

タ
ッ
フ
を
置
く
必
要
が
な
い
。
そ
の
参
加
し
や

す
さ
か
ら
１
回
の
延
べ
参
加
人
数
が
最
高
で
約

４
万
人
を
超
え
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
だ
。

一
方
、
特
急
電
車
を
伊
豆
急
行
線
に
乗
り
入

れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
親
会
社
の
東
急
電
鉄

と
は
、
開
業
時
か
ら
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
誘

客
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
近
年
で
は
地
元
自

治
体
と
も
共
同
し
、
そ
の
活
動
は
さ
ら
に
精
力

的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
東
急
の
目
黒
駅
や
武

蔵
小
杉
駅
な
ど
で
は
、
下
田
市
・
東
伊
豆
町
・

河
津
町
・
南
伊
豆
町
の
１
市
３
町
と
共
同
で
伊

豆
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

展
開
。
伊
豆
半
島
８
市
町

（
熱
海
市
・
伊
東
市
・
下
田

市
・
東
伊
豆
町
・
河
津
町
・

南
伊
豆
町
・
松
崎
町
・
西
伊

豆
町
）
と
の
共
同
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
も
活
発
で
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
横
須
賀
駅
や
横
浜

駅
、
品
川
駅
な
ど
で
観
光
誘

致
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

る
。
小
田
原
駅
開
業
90
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
伊
豆

半
島
８
市
町
、
東
海
自
動
車

と
共
同
で「
ア
ル
フ
ァ
・
リ

ゾ
ー
ト
21
」
を
展
示
、
伊
豆

観
光
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

こ
う
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
で
活
躍
し
て
い
る
の
が
、

下
田
開
港
１
５
０
周
年
を
記

念
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
デ

ビ
ュ
ー
し
た
リ
ゾ
ー
ト
21

「
黒
船
電
車
」
だ
。

「〝
黒
船
〟
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で

も
知
っ
て
い
る
、
下
田
の
象
徴
と
も
い
え
る
も

の
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
駅
に
黒
船
電
車
が
停
車
し

て
い
る
と
、
見
学
し
た
り
記
念
撮
影
を
し
た
り
、

皆
さ
ん
が
注
目
し
て
く
だ
さ
る
。
こ
ん
な
に
い

い
ブ
ラ
ン
ド
が
自
分
た
ち
の
そ
ば
に
あ
っ
た
こ

と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
」
と
鉄
道
部
の
比

企
恒
裕
次
長
兼
事
業
推
進
課
長
は
話
す
。

伊
豆
へ
の
観
光
誘
致
は
、
首
都
圏
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
中
京
や
近
畿
、
さ
ら
に
は
中
国
や

韓
国
、
台
湾
な
ど
も
視
野
に
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

き
め
細
や
か
に
地
元
の
利
用
を
促
進

観
光
客
利
用
が
多
い
と
は
い
え
、
伊
豆
急
行

に
は
地
元
住
民
の
足
と
し
て
の
使
命
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
地
域
は
、
少
子
高
齢
化
が
よ
り

進
ん
で
い
る
の
が
特
徴
だ
。
沿
線
２
市
３
町

（
伊
東
市
・
下
田
市
・
東
伊
豆
町
・
河
津
町
・
南

伊
豆
町
）
の
合
計
人
口
は
、
12
万
６
６
２
８
人

（
平
成
22
年
）。
こ
の
10
年
で
５・７
％
減
少
し
て

い
る
。
65
歳
以
上
の
人
口
比
率
は
33
・
７
％（
静

岡
県
全
体
は
24
・
１
％
）
と
１
割
近
く
増
加
し

て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
続
く
だ
ろ
う
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
少
子
化
の
影
響
で
、

伊東行きルートの区間賞ファスナートップと、下田
行きルートの電車バッジ。両ルートの完全踏破で 2
つのコレクションボックスが揃うと圧巻

城ヶ崎海岸駅に停車する「黒船電車」
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沿
線
の
高
校
の
生
徒
数
も
、
こ
の
10
年
で
30
・

２
％
減
少
し
て
お
り
、
定
期
利
用
の
収
益
減
も

免
れ
な
い
の
が
現
状
だ
。

そ
こ
で
伊
豆
急
行
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
元

向
け
企
画
切
符
を
新
設
。
沿
線
住
民
の
利
用
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
伊
豆
急
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
は
、
沿
線
２

市
３
町
に
暮
ら
す
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
も
の

で
、
切
符
購
入
時
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る

と
運
賃
が
半
額
に
な
る
。
平
成
16
年
に
開
始
し

た
割
引
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
今
年
1
月
、
対
象
年

齢
を
70
歳
以
上
か
ら
65
歳
以
上
に
拡
大
し
た
。

対
象
年
齢
を
拡
大
し
て
約
1
カ
月
で
６
７
０
人

の
登
録
申
し
込
み
が
あ
り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
会
員

数
は
７
４
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。

「
地
域
内
で
は
高
齢
者
の
外
出
促
進
が
課
題
の

一
つ
と
も
な
っ
て
い
る
。
病
院
へ
の
通
院
や
買
い

物
だ
け
で
は
な
く
、
沿
線
内
で
の
観
光
な
ど
に

も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
経
営
企
画

部
の
塚
本
昌
哉
次
長
兼
企
画
担
当
課
長
は
語
る
。

今
年
３
月
に
は
、
60
歳
以
上
の
通
勤
定
期
が

半
額
と
な
る
「
60
（
ロ
ク
マ
ル
）
定
期
」
の
発

売
を
開
始
し
、
企
業
の
雇
用
延
長
に
対
応
し
て

い
る
。「
半
額
定
期
が
少
し
で
も
沿
線
の
雇
用
促

進
に
つ
な
が
れ
ば
」（
塚
本
次
長
）
と
い
う
思
い

も
あ
る
と
い
う
。

児
童
生
徒
向
け
に
は
「
伊
豆
急
小
学
生
パ
ス

ポ
ー
ト
」「
中
学
生
き
っ
ぷ
」
を
用
意
し
て
い

る
。
小
学
生
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
１
乗
車
１
０
０

円
で
伊
豆
急
行
線
内
（
最
大
運
賃
７
９
０
円
）

を
利
用
で
き
る
も
の
で
、
現
在
は
約
２
０
０
０

人
が
登
録
、
22
年
度
は
延
べ
１
万
人
が
利
用
し

て
い
る
。
中
学
生
き
っ
ぷ
は
生
徒
手
帳
の
提
示

で
運
賃
が
半
額
に
な
り
、
22
年
度
は
延
べ

３
万
７
０
０
０
人
が
利
用
し
た
。
伊
豆
急
行
で

は
、
学
校
の
部
活
動
や
遠
足
な
ど
の
校
外
学
習
、

塾
通
い
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
学
校
や
学

習
塾
、
図
書
館
な
ど
に
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。一

方
、
高
校
生
の
通
学
定
期
は
、
３
カ
月
や

６
カ
月
の
販
売
単
位
だ
と
余
分
が
出
て
し
ま
う

と
い
う
声
を
受
け
て
、
平
成
17
年
に
新
設
し
た

「
学
期
定
期
」
が
好
評
だ
。
運
賃
が
高
い
と
の
理

由
で
親
が
マ
イ
カ
ー
で
送
迎
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
通
常
の
通
学
定
期

よ
り
さ
ら
に
15
％
割
り
引
い
て
販
売
。
毎
学
期

７
０
０
人
ほ
ど
が
利
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
今
年
１
月
か
ら
は
「
自
由
席
特
急
回

数
券
」
の
割
引
率
も
拡
大
し
て
い
る
。
伊
東

－

伊
豆
急
下
田
間
１
乗
車
４
０
０
円
の
特
急
券
10

枚
つ
づ
り
を
１
０
０
０
円
で
販
売
。
発
売
か
ら

１
カ
月
で
70
冊
を
売
り
上
げ
た
。

「
特
急
列
車
が
入
る
と
、
普
通
電
車
の
待
ち
時

間
が
ど
う
し
て
も
長
く
な
る
。
１
乗
車
１
０
０

円
な
ら
、
普
通
電
車
と
同
じ
よ
う
に
特
急
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
る
」（
塚
本
次
長
）

観
光
客
向
け
の
企
画
切
符
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
登
場
し
て
い
る
。
特
に
、
夏
休
み
と
同

様
に
観
光
客
が
多
い
河
津
桜
ま
つ
り
の
期
間
中

に
販
売
す
る
「
河
津
桜
パ
ー
ク
＆
ト
レ
イ
ン
往

復
き
っ
ぷ
」
が
好
評
だ
。
桜
ま
つ
り
会
場
手
前

の
伊
豆
高
原
駅
に
車
を
駐
車
し
て
河
津
駅
ま
で

電
車
を
利
用
す
る
企
画
切
符
で
、
駐
車
場
は
無

料
、
伊
豆
高
原

－

河
津
駅
間
の
往
復
切
符
も

20
％
割
引
に
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
も
回
り
た
い
観
光
客
向
け
に
は
伊
豆
高

原

－

伊
豆
急
下
田
駅
間
乗
り
降
り
自
由
の
「
河

津
桜
パ
ー
ク
＆
ト
レ
イ
ン
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
」
を

用
意
し
た
。

「
桜
ま
つ
り
の
時
期
は
国
道
が

渋
滞
し
て
、
到
着
時
間
が
読
め
な

い
こ
と
が
多
い
。
車
で
の
来
訪
者

に
も
電
車
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

時
間
を
気
に
せ
ず
河
津
桜
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
経
営

企
画
部
企
画
担
当
の
関
谷
稔
課
長

補
佐
は
語
る
。

そ
う
し
た
中
、
今
年
新
た
に
誕

生
し
た
の
が
「
河
津
桜
お
さ
き
に

き
っ
ぷ
」
だ
。

「
渋
滞
で
ツ
ア
ー
バ
ス
が
予
定
通

り
の
時
刻
に
着
け
な
い
場
合
に
伊

豆
高
原
駅
か
ら
電
車
に
乗
り
換

え
、
桜
ま
つ
り
会
場
で
ツ
ア
ー
バ

ス
に
合
流
す
る
。
こ
ち
ら
は
通
常

運
賃
の
30
％
割
引
と
な
る
５
６
０

円
で
提
供
し
て
い
る
」（
関
谷
課
長

補
佐
）

沿
線
住
民
や
観
光
客
に
向
け
た

伊
豆
急
行
の
企
画
切
符
は
、
い
ず
れ
も
利
用
者

の
立
場
や
使
い
勝
手
が
き
め
細
か
く
配
慮
さ
れ

て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

「
電
車
利
用
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

企
画
切
符
や
駅
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
通
し
て
、

地
元
の
方
々
が
利
用
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
塚
本
次
長
は
語
っ
て

い
る
。

観
光
素
材
を
地
元
と
一
緒
に
育
て
て
い
く

昨
年
９
月
16
日
、
伊
豆
急
行
社
内
に
中
長
期

的
視
点
か
ら
誘
客
の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
に
「
沿
線
活
性
化
推
進
委
員
会
」
が
発
足

し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
若
手
社
員
10
名
。
各
自
の

案
を
持
ち
寄
り
な
が
ら
の
議
論
が
続
い
て
い
る
。

新
し
い
観
光
素
材
、「
伊
豆
の
宝
」
の
掘
り
起
こ

し
が
課
題
だ
。

「
新
し
い
箱
も
の
を
つ
く
る
と
か
、
何
か
を
誘

致
す
る
と
い
う
の
は
、
困
難
な
だ
け
で
は
な
く

意
味
を
持
た
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
地
元

の
方
々
が
こ
れ
ま
で
大
事
に
し
て
き
た
も
の
を
、

一
つ
ず
つ
掘
り
起
こ
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
必

要
。
地
元
な
ら
で
は
の
素
材
を
ご
覧
に
な
っ
た

お
客
さ
ま
に
、
わ
れ
わ
れ
が
説
明
を
加
え
る
こ

と
で
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
そ
の
素
材
は
も
っ
と
力
強
い
も
の
に
育
っ

て
い
く
。
そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
〝
観
光
〟
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
は
そ
の
説
明
の
部
分
が
欠
け
て

い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
比
企
次
長
は
語
る
。

伊豆急行株式会社　経営企画部
次長 兼 企画担当課長

塚本昌哉
Masaya TSUKAMOTO

伊豆急行株式会社　経営企画部
企画担当課長補佐

関谷 稔
Minoru SEKIYA
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特集：動き始めた伊豆観光振興
［伊豆急行と沿線地域の新たな取り組み］

新
し
い
宝
と
な
り
得
る
素
材
―
―
伊
豆
に
は

「
歴
史
や
人
材
、
食
材
な
ど
、
素
材
が
豊
富
に

揃
っ
て
い
る
」
と
比
企
次
長
は
続
け
る
。

歴
史
的
な
素
材
と
し
て
着
目
し
て
い
る
の
が
、

江
戸
時
代
か
ら
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
る
築
城
石

だ
。
東
伊
豆
町
に
あ
る
築
城
石
を
伊
豆
高
原
駅

に
移
設
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
伊
豆
半
島
内
に
点
在
す
る
石

仏
に
も
注
目
し
て
お
り
、石
仏
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
定
も
検
討
し
た
い
と
い
う
。

「
人
」
の
魅
力
を
伝
え
る
企
画
と
し
て
は
「
オ

モ
シ
ロ
駅
長
」
の
募
集
が
あ
る
。
伊
東
を
除
く

全
15
駅
で
、
駅
周
辺
の
旅
館
の
お
か
み
さ
ん
や

漁
師
、
観
光
施
設
の
館
長
な
ど
に
駅
長
に
な
っ

て
も
ら
い
、
伊
豆
急
行
と
一
緒
に
伊
豆
を
盛
り

上
げ
る
活
動
を
行
う
。
観
光
客
と
の
交
流
を
温

め
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
な
仕
事
だ
。

さ
ら
に
沿
線
別
荘
地
に
は
、
リ
タ
イ
ア
後
に

居
住
し
た
歴
史
や
自
然
に
造
詣
の
深
い
人
が
多

く
、
そ
う
し
た
人
た
ち
に
観
光
の
ガ
イ
ド
と
し

て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。食

関
連
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
９
冊
刊
行
し
て

い
る
地
元
グ
ル
メ
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『
伊
豆
ジ
モ
ト
グ
ル
メ
』
最
新
号
の
制
作
を
検
討

中
だ
。

「
鉄
道
も
一
つ
の
観
光
の
素
材
。
鉄
道
会
社
は

電
車
と
い
う
素
材
を
育
て
て
い
く
役
割
を
持
っ

て
い
る
が
、
同
時
に
、
お
客
さ
ま
が
い
い
と

思
っ
て
く
だ
さ
る
沿
線
の
素
材
を
、
地
元
の

方
々
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
一
緒
に
育
て
て
い

く
こ
と
も
大
切
な
使
命
。
鉄
道
会
社
な
ら
で
は

の
視
点
で
、
地
元
の
方
々
が
気
付
か
な
い
魅
力

的
な
素
材
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
」（
比
企

次
長
）

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
当
面
の
目
標
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
伊
豆
観
光
の
振
興
だ
。
そ
し
て
、

観
光
振
興
の
さ
ら
に
先
に
も
う
一
つ
、
沿
線
活

性
化
推
進
委
員
会
が
描
く
未
来
が
あ
る
。

沿
線
の
地
域
経
済
は
、
大
半
が
観
光
に
関
連

す
る
サ
ー
ビ
ス
業
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
高
齢

化
で
生
産
人
口
の
減
少
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る

が
、
実
は
観
光
不
振
に
よ
る
雇
用
の
減
少
も
若

年
層
の
流
出
が
続
く
大
き
な
原
因
だ
。
一
方

で
、
農
業
や
漁
業
は
就
業
人
口
が
不
足
し
て
い

る
現
実
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
沿
線
活
性
化
推
進

委
員
会
で
は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
農
業
や
漁

業
と
観
光
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
な
ど
の
施
策
で
、

１
次
産
業
や
雇
用
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
だ
。
そ
の
先
に
あ
る

の
は
、
沿
線
人
口
の
増
加
と
い
う
最
終
的
な
目

標
だ
。

「
そ
の
た
め
に
も
行
政
を
は
じ
め
関
係
各
所
と

の
連
携
を
強
化
し
、
地
元
住
民
と
の
間
を
つ
な

ぎ
な
が
ら
新
し
い
こ
と
を
行
っ
て
い
く
の
が
、

わ
れ
わ
れ
の
責
務
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
比
企

次
長
は
語
る
。

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
観
光
を
つ
な
い
で
い
く

伊
豆
観
光
振
興
の
難
し
さ
の
一
つ
に
、
伊
豆

半
島
の
広
域
さ
が
あ
る
。
伊
豆
急
行
線
だ
け
で

も
４
市
町
に
ま
た
が
り
、
観
光
協
会
も
か
な
り

の
数
が
存
在
す
る
。
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

や
文
化
が
あ
り
、
名
所
・
名
物
が
点
在
す
る
優

位
性
が
、
逆
に
「
伊
豆
」
と
し
て
の
統
一
さ
れ

た
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
に
く
い
理
由
と
な
っ
て

い
る
。

そ
う
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
多
様
性
を
逆
手
に

取
っ
て
、
伊
豆
急
行
は
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
観

光
を
打
ち
出
し
て
い
く
方
針
だ
。

「
た
だ
〝
伊
豆
に
来
て
く
だ
さ
い
〟
と
い
う
の

で
は
、
お
客
さ
ま
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

な
い
。〝
歴
史
に
興
味
が
あ
る
方
は
こ
こ
〟〝
現

地
な
ら
で
は
の
グ
ル
メ
を
味
わ
い
た
い
方
は
こ

こ
〟
な
ど
、
目
的
と
場
所
、
あ
る
い
は
季
節
も

限
定
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
る
」（
比
企
次

長
）そ

の
最
た
る
成
功
例
が
「
２
月
に
河
津
で
見

ら
れ
る
河
津
桜
」
だ
。
爆
発
的
な
人
気
を
呼

び
、
い
ま
で
は
早
咲
き
桜
の
代
名
詞
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
季
節
の
名
物
が
各
地
域
に
数

多
く
育
て
ば
、
通
年
で
伊
豆
に
観
光
客
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
地
域
同
士
が
連
携
す

る
こ
と
で
、
観
光
客
の
周
遊
行
動
も
生
ま
れ

る
。
例
え
ば
、
河
津
桜
の
季
節
は
、
近
隣
の
稲

取
温
泉
が
江
戸
時
代
か
ら
伝
承
す
る
「
雛
の
つ

る
し
飾
り
ま
つ
り
」
を
開
催
。
河
津
桜
見
物
に

訪
れ
た
多
く
の
観
光
客
が
稲
取
に
立
ち
寄
っ
て

い
る
。

「
そ
う
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
一
つ
で
も
多
く
つ

く
っ
て
〝
い
つ
来
て
も
楽
し
い
伊
豆
〟
が
で
き

る
の
が
理
想
。
伊
豆
急
行
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を

持
つ
各
地
域
を
つ
な
ぐ
役
目
を
果
た
し
た
い
」

と
比
企
次
長
は
抱
負
を
語
る
。

国
内
の
観
光
停
滞
が
続
く
中
、
不
振
に
苦
し

む
地
元
は
、
伊
豆
急
行
に
大
き
な
期
待
を
掛
け

て
い
る
。
伊
豆
急
行
は
い
ま
も
、
次
代
の
伊
豆

を
切
り
拓
き
進
む
「
黒
船
」
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。

1 2 月上旬から咲く伊豆の河津桜 2伊豆
北川駅から海を眺める 3伊豆高原駅の伊豆
急行資料館「ONE TWO NINE」 4稲取の

「雛のつるし飾り」（12写真・割谷英雄）
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